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令

平成年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

第
百
六
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
う
者
が
、
厚
生
年
金
保
険
給
付
（
組
合
が
支
給
す
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
同
様

の
届
出
を
行
つ
た
場
合
は
、
同
項
の
届
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
六
章
中
第
百
六
十
四
条
の
十
を
第
百
六
十
四
条
の
十
一
と
す
る
。

第
五
章
中
第
百
六
十
四
条
の
九
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
退
職
等
年
金
分
掛
金
の
払
込
み
の
実
績
の
通
知
）

第
百
六
十
四
条
の
十

組
合
は
、
組
合
員
に
対
し
、
当
該
組
合
員
の
退
職
等
年
金
分
掛
金
（
法
第
百
十
四
条
第
二
項
に

規
定
す
る
退
職
等
年
金
分
掛
金
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
払
込
み
の
実
績
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
情
報
を

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一

退
職
等
年
金
給
付
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
組
合
員
期
間
の
月
数

二

最
近
一
年
間
の
組
合
員
期
間
の
各
月
に
お
け
る
標
準
報
酬
の
月
額
及
び
標
準
期
末
手
当
等
の
額
の
合
計
額

三

最
近
一
年
間
の
組
合
員
期
間
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
付
与
率
及
び
基
準
利
率
並
び
に
当
該
組
合
員
期
間
の
各
月

に
お
け
る
付
与
額
及
び
基
準
利
率
に
基
づ
く
利
息
の
額
（
次
号
に
お
い
て
単
に
「
利
息
の
額
」
と
い
う
。）

四

最
近
一
年
間
に
お
け
る
付
与
額
及
び
利
息
の
額
の
累
計
額

五

そ
の
他
必
要
な
事
項

２

組
合
は
、
組
合
員
が
退
職
し
た
と
き
、
又
は
組
合
員
で
あ
つ
た
者
が
三
十
五
歳
、
四
十
五
歳
、
五
十
九
歳
及
び
六

十
三
歳
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
そ
の
者
の
退
職
等
年
金
分
掛
金
の
払
込
み
の
実
績
に
関
す
る
前
項
各

号
（
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
情
報
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
年
金
受
給
権

者
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

〇
内
閣
府
令
第
三
十
三
号

消
費
者
庁
及
び
消
費
者
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
四
十
八
号
）
及
び
消
費
者
庁
組
織
令
（
平
成
二
十

一
年
政
令
第
二
百
十
五
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
消
費
者
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

消
費
者
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

消
費
者
庁
組
織
規
則
（
平
成
二
十
一
年
内
閣
府
令
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
見
出
し
中
「
広
報
室
」
の
下
に「
並
び
に
訟
務
対
策
官
及
び
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
企
画
官
」

を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
広
報
室
」
の
下
に
「
並
び
に
訟
務
対
策
官
（
検
察
官
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
と
す
る
。）及

び
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
企
画
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

訟
務
対
策
官
は
、
命
を
受
け
て
、
消
費
者
庁
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
不
服
申
立
て
及
び
訴
訟
に
関
す
る
事
務
を
処

理
す
る
。

５

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
消
費
者
庁
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）第
二
条
に
規
定
す
る
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
い
う
。）の
確
保
並
び
に
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及
び
管
理
並
び
に
こ
れ
ら
と
併
せ
て
行
わ
れ
る
事

務
の
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
調
査
、
企
画
及
び
立
案
を
行
う
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
財
産
被
害
対
策
室
」
の
下
に
「
及
び
国
際
室
」
を
加
え
、「
訟
務
対
策
官
、」を
削
り
、
同
条
第

一
項
中
「
財
産
被
害
対
策
室
」
の
下
に
「
及
び
国
際
室
」
を
加
え
、「
訟
務
対
策
官
一
人
（
検
察
官
を
も
っ
て
充
て
る
も

の
と
す
る
。）、」及
び
「
二
人
」
を
削
り
、「
企
画
調
整
官
」
の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

４

国
際
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

消
費
者
庁
の
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
機
関
、
国
際
会
議
そ
の
他
の
国
際
的
な
枠
組
み
並
び
に
外
国
の
行
政
機
関

及
び
団
体
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

二

消
費
者
庁
の
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
協
力
に
関
す
る
事
務
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
消
費
者
政
策
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
国
際
関
係
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と

（
財
産
被
害
対
策
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

第
二
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

国
際
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
三
条
第
一
項
中
「
二
人
」
を
「
一
人
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
見
出
し
中
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、「
上
席
景
品
・
表
示
調
査
官
」
の
下
に
「
及
び
課
徴
金
審
査

官
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、「
上
席
・
景
品
表
示
調
査
官
」
の
下
に
「
及
び
課
徴

金
審
査
官
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

課
徴
金
審
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
第
二
条
第
三
項
又
は
第
四
項
に
規
定
す

る
景
品
類
又
は
表
示
の
適
正
化
に
よ
る
商
品
及
び
役
務
の
消
費
者
に
よ
る
自
主
的
か
つ
合
理
的
な
選
択
の
確
保
に
関

す
る
事
務
の
う
ち
課
徴
金
納
付
命
令
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内

閣

府

総

務

省

文
部
科
学
省
令
第
一
号

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年

法
律
第
三
十
一
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二

号
）
第
百
四
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

総
務
大
臣

山
本

早
苗

文
部
科
学
大
臣

馳

浩

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
総
理
府

文
部
省

自
治
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
百
六
十
四
条
の
九
」
を
「
第
百
六
十
四
条
の
十
」
に
、「
第
百
六
十
四
条
の
十
」
を
「
第
百
六
十
四
条
の

十
一
」
に
改
め
る
。

第
百
二
条
第
一
項
中
「
第
百
六
十
一
条
」
を
「
第
百
六
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
百

六
十
一
条
た
だ
し
書
」
を
「
第
百
六
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

第
百
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

海
外
に
お
い
て
受
け
た
診
療
、
手
当
又
は
薬
剤
の
支
給
（
第
二
号
に
お
い
て
「
海
外
療
養
」
と
い
う
。）に
つ
い
て

療
養
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
一
項
の
療
養
費
請
求
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
組
合
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

旅
券
、
航
空
券
そ
の
他
の
海
外
に
渡
航
し
た
事
実
が
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

二

組
合
が
海
外
療
養
の
内
容
に
つ
い
て
当
該
海
外
療
養
を
担
当
し
た
者
に
照
会
す
る
こ
と
に
関
す
る
当
該
海
外
療

養
を
受
け
た
者
の
同
意
書

第
百
十
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
同
条
第
四
項
中
「
療
養
費
請
求
書
」
と
あ
る
の
は
「
家
族
療
養
費
請
求

書
」
と
、
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
三
条
第
一
項
第
十
二
号
中
「
第
六
十
八
条
第
六
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
四
条
中
「
第
百
五
十
六
条
の
三
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
百
六
十
一
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。
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